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1 9
年

５

月

号

 

「

馬

と

ナ

ン

コ

（

そ

の

１

）
」

 

 

木

の

芽

が

息

ぶ

き

、

暖

か

い

春

風

が

吹

き

出

す

と

、

冬

の

間

、

道

の

あ

ち

こ

ち

に

落

と

さ

れ

た

馬

ふ

ん

か

ら

「

馬

ふ

ん

風

」

が

吹

き

ま

く

る

。 
 

石

炭

の

ス

ス

で

黒

く

な

っ

た

道

端

の

雪

山

と

町

並

み

、

列

車

を

降

り

て

道

を

急

ぐ

人

の

列

に

、

風

向

き

に

よ

っ

て

は

低

く

う

ず

巻

い

て

襲

い

か

か

る

Ｓ

Ｌ

の

噴

煙

、

久

し

ぶ

り

に

故

郷

に

帰

る

と

、

こ

の

炭

じ

ん

と

馬

ふ

ん

風

が

、

た

ま

ら

な

く

懐

か

し

い

故

郷

の

に

お

い

と

な

る

。 
 

昔

は

米

や

野

菜

、

ま

た

石

炭

を

積

ん

だ

馬

車

が

、

ど

こ

の

道

で

も

見

ら

れ

た

し

、
野

の

畑

や

田

ん

ぼ

に

は

馬

が

働

い

て

い

た

。 
 

春

先

の

ぬ

か

る

ん

だ

道

に

、
車

輪

を

半

分

ほ

ど

も

埋

め

て

、

馬

追

い

の

「

オ

オ

ヨ

、

バ

イ

キ

」

な

ど

の

怒

声

に

、

手

綱

に

打

た

れ

、

体

中

か

ら

湯

気

を

上

げ

、

鼻

息

も

荒

く

目

を

む

い

て

、
車

を

引

く

馬

の

姿

が

随

所

で

見

ら

れ

た

。 
 

開

拓

期

の

三

笠

で

は

、
洋

式

の

農

法

で

馬

耕

が

行

わ

れ

、
炭

鉱

で

は

坑

内

外

の

石

炭

運

搬

な

ど

に

馬

匹

運

搬

が

行

わ

れ

て

い

た

。 
 

さ

て

、

北

海

道

へ

の

馬

の

渡

来

は

、

江

戸

初

期

に

津

軽

家

や

秋

田

家

か

ら

松

前

家

に

馬

が

贈

ら

れ

、

1 7
世

紀

に

入

っ

て

道

南

産

の

馬

が

将

軍

に

献

上

さ

れ

た

記

録

が

あ

り

、

1 8
世

紀

初

頭

に

は

虻

田

、

有

珠

な

ど

に

牧

場

や

馬

市

も

開

か

れ

た

と

あ

る

。

そ

の

後

、

宗

谷

地

方

に

も

広

が

り

、

初

め

て

珍

獣

を

見

た

、

ア

イ

ヌ

の

人

た

ち

の

驚

き

ぶ

り

も

記

録

さ

れ

て

い

る

。 
 

空

知

集

治

監

で

は

、
１

頭

か

ら

３

頭

立

て

の

馬

で

プ

ラ

ウ

や

砕

土

機

、

ロ

ー

ラ

ー

な

ど

の

農

耕

が

行

わ

れ

、

そ

の

ほ

か

に

看

守

の

乗

馬

や

賓

客

送

迎

用

の

馬

車

も

備

え

て

、

明

治

2 0
年

に

敷

か

れ

た

樺

戸

道

路

に

は

、

４

頭

立

て

の

馬

車

も

走

っ

て

、
同

年

か

ら

始

ま

っ

た

市

来

知

競

馬

に

は

、
近

隣

の

村

か

ら

５

０

０

頭

以

上

の

馬

が

集

ま

っ

た

と

い

う

。 
 

開

拓

農

家

で

は

集

治

監

の

指

導

を

受

け

、
い

ち

早

く

洋

式

農

業

が

行

わ

れ

、

道

産

子

馬

を

飼

育

し

た

。

し

か

し

、

ま

だ

体

も

低

く

馬

力

も

な

か

っ

た

が

、

明

治

3 7
年

の

日

露

戦

争

以

後

か

ら

、
馬

匹

改

良

が

盛

ん

に

行

わ

れ

、

大

正

初

期

に

は

、
村

内

の

馬

の

数

は

６

０

０

頭

余

り

に

も

及

ん

だ

。 
 

炭

鉱

も

当

初

は

、
人

力

に

よ

り

ト

ロ

ッ

コ

で

石

炭

や

ズ

リ

を

運

搬

し

て

い

た

が

、

明

治

2 7
年

に

囚

人

の

使

役

が

廃

止

に

な

っ

た

こ

ろ

か

ら

、
次

第

に

馬

匹

運

搬

が

行

わ

れ

る

よ

う

に

な

っ

た

。 
 

大

正

末

期

こ

ろ

か

ら

は

、
村

内

で

軍

用

馬

の

育

成

も

盛

ん

に

な

っ

て

、
年

間

６

０

０

〜

７

０

０

頭

に

も

な

り

、

終

戦

直

後

の

昭

和

2 2
年

に

は

、

農

耕

馬

が

６

５

０

頭

の

ほ

か

に

、

運

送

業

や

林

業

、

そ

し

て

炭

鉱

の

使

役

も

入

れ

る

と

、
千

頭

に

も

及

ぶ

馬

が

三

笠

で

飼

育

さ

れ

て

い

た

。 
 

し

か

し

、

昭

和

3 0
〜

4 0
年

に

か

け

て

、

農

耕

馬

は

ト

ラ

ク

タ

ー

に

、

荷

物

や

石

炭

馬

車

は

ト

ラ

ッ

ク

に

、

ま

た

炭

鉱

で

は

馬

匹

運

搬

が

電

車

や

デ

ィ

ー

ゼ

ル

に

機

械

化

さ

れ

て

、

馬

の

使

役

は

激

減

し

、

現

在

で

は

市

内

に

１

頭

の

馬

も

見

る

こ

と

が

で

き

な

く

な

っ

た

。 
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